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昔話「桃太郎」の再話における表象戦略
―講談社の絵本から占領期の絵本まで―
首藤　美香子＊
１．昔話「桃太郎」の再話の歴史
　日本五大昔話のひとつ「桃太郎」の成立は室町末期で，文献としては江戸初期の絵巻
物が最も早い。今日よく知られる，「桃から誕生した男児が犬・猿・雉をお伴に鬼が島へ
鬼退治に行き宝を得て凱旋する話」は，江戸末期から明治初期に一つの形式として定着
したものにすぎず，異類誕生譚に「御曹子島渡」等の民間説話，中国の西王母伝説と陰
陽五行論が結びついたといわれる。日本各地にはこれに類する様々な口頭伝承が多く残
されているほか，「桃太郎」は時代の変容に応じて新たな意味や解釈が加えられ，設定，
登場人物，構成や挿絵など表現を変えた再話が限りなく創造されてきた1。特別な出自を
持つ子どもが成長し，他に比類なき力を発揮して手柄をたて，家に富と福をもたらす，
という単純でわかりやすい枠組みは大きく揺らぐことなく，歴史による変形がなされて
きたのである。
　「桃太郎」の再話の典型例を挙げてみよう。明治中期以降，「読み書き」の初学教材と
して国語の教科書に採用されると，江戸期に主流であった川上から流れてきた桃を食べ
た婆が若返り妊娠する「回春型」から，桃から赤ん坊が誕生する「果生型」へと移行し，
結末の「嫁取り」の逸話が割愛された。その理由は教育的観点から子どもに配慮し性的
隠喩が回避されたためといわれる2。また江戸の赤本では，「怪童」桃太郎が権力の象徴
ともいえる鬼を勇猛果敢に打倒する「門破り」の場面が人気を博したとされる。しかし，
明治・大正期の絵本になると，桃太郎の破壊的な攻撃力を示す視覚表現が和らげられ，
鬼の暴力性を示す描写が突出し，さらに脇役でしかなかった動物の鬼退治の協力者とし
ての役割分担が明確にされる一方，桃太郎は統率者・指揮官として後景に退くという3。
　「桃太郎」は，戦前まで一貫して国語の教科書に掲載され学校教育の場で広く浸透して
いくが，それに従い「子どもに読み聞かせるにふさわしい昔話」となることが求められ
た。その結果，低年齢の子どもでも理解できるよう平易な表現に改められ，桃太郎の言
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動が説得力を持つよう合理的な根拠や教訓，道徳が付与されるなど，子どもに理想の人
間像を説く格好の題材とされていく。「桃太郎」の再話にみられる変容過程を歴史的に検
証した滑川（1981），鳥越（2004），加原（2010）が注視したのは，現実の戦争を暗示さ
せる「桃太郎」である4。特に日中・太平洋戦争期，国語の教科書，児童文学，唱歌，漫
画，映画，演劇，新聞報道，メディアイベントなど子どもの生活文化のあらゆる面を包
囲した「桃太郎」では，日本の象徴的存在として桃太郎を崇め，優秀で進取果敢な国民
性を誇り，露骨な比喩で日本の脅威となる国を貶めて戦争の正義を説き，結末で約束さ
れる圧倒的な勝利を寿ぐための，いわゆる軍国主義思想を喧伝する手引書として巧みに
利用された。その過去を否定的に捉える三者に共通するのは，残存する作品が軍国主義
思想の影響下で国民教化の手段としてどのように転用されたか，当時の「桃太郎」解釈
や背景に見られる政治的意図の分析に重きを置いている点と，戦時期の「桃太郎」を，
民衆の素朴な願望が投影された昔話の伝統とも，戦後の民主主義下で再生された「桃太
郎」とも，口頭伝承の豊饒な文化とも異なる次元にあると特別視することで，「桃太郎」
の再話の歴史から戦時期の作品を分断させてしまっている点である。
　さらに絵本・児童文学研究を主導してきた滑川，鳥越が，「桃太郎」の恣意的な解釈が
もたらした結果に対する罪悪感ゆえに戦後しばらくは「桃太郎」の出版が自粛されたも
のだという憶測をしたが，占領期の「桃太郎」の所在が国内で確認できずにいたため，
その説を裏付ける機会がなかったことから，研究者の間では長らく自粛説が信じられて
きた。しかし，米軍の占領統治下にあった1945年から1949年までに日本で出版された印
刷物のほとんどを所蔵するメリーランド大学カレッジパーク校プランゲ文庫の児童書に
関する近年の書誌的調査により，「桃太郎」の絵本，読み物，漫画，紙芝居は戦後 4 年以
内に多く出版されていたことが判明した。つまり，「桃太郎」は早々と復活していたので
ある。しかし，戦前の「桃太郎」が戦後そのままの形で出版されていたとは想像しがた
く，新たな加工がなされたとも予想できる。だが，ここで真相を探る作業を急ぐ前に，
占領期の出版物がなぜ米国で発見されたのか，その背景を確かめてみる必要があろう。
２．占領期における「桃太郎」の出版
（1）GHQ・SCAPによる言論統制
　占領期とは，1945年 8 月14日のポツダム宣言受諾から1952年 4 月28日の対日平和条約
発効までをいい，連合国の軍事占領・軍国主義勢力の一掃・日本軍の武装解除・戦争犯
罪人の処罰・民主主義の徹底などを謳った同宣言に基づき，それらの目的が達成され平
和的で責任ある政府が樹立されるまでという条件で，実質的には米国による統治がなさ
れた期間をさす。このような米国主導の「非軍事化・民主化」政策は，治安維持法体制
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の解体と，選挙権付与による婦人の解放・労働組合の結成奨励・学校教育の自由主義化・
秘密検察など弾圧諸体制の廃止・経済機構の民主主義化の「五大改革」から具体的に出
発する。ところが，マッカーサー率いる連合国軍最高司令官総司令部（以下GHQ・SCAP
と略）は，このような国家再建に向けた重要な取り組みに先駆け，占領政策に反する言
論を厳しく統制し，日本人に「戦争罪悪感」を浸透させるため，参謀第二部（G- 2 ）所
管下の民間検閲局（Civil Censorship Detachment　以下CCDと略）を設け，秘密裡に情報
管理と世論操作を実施する決定を下していた。よって，民間におけるすべての通信報道
活動（郵便，電話，電報，映画，放送，出版）は，1945年 9 月19日に発令された「プレ
スコード」（SCAPIN-33）に基づき，1949年11月までの約 4 年間，GHQ・SCAPの検閲下
に置かれたのである5。
　「プレスコード」では，「日本に出版の自由を確立するため」に「この出版法は，出版
を制限するものではなく寧ろ日本の出版機関を教育し，出版の自由の責任と意義と，重
要性とを示そうとするものである。従つて報導の真実性と宣伝の除去といふことに重点
を置」くもので，具体的には「報導は厳重に真実に基づかねばならない」「直接にせよ間
接にせよ公安を防ぐる様な記事を掲載してはならない」「聯合国に就ての虚偽又は破壊的
批評を掲載してはならない」「聯合国進駐軍に就いて破壊的批評や占領軍に対し不信，又
は怨恨を招くような記事を掲載してはならない」などの違反項目が挙げられていたが，
具体性に欠けたため現実の編集方針の変化に巧く対応できなかったという（下線引用
者）。そこで混乱を避けるため，キーログと呼ばれる事例を簡潔に示した判断基準が検閲
官に与えられ，例えば1946年11月25日発令の「削除または掲載発行禁止の対象」30項目
では，「連合国軍最高司令官に対する批判」「検閲制度への言及」「合衆国への批判」「戦
争擁護の宣伝」「神国日本の宣伝」「軍国主義の宣伝」「ナショナリズムの宣伝」などが処
分の対象となっていたという6。
　検閲期間中，出版社は出版予定の印刷物をCCDに 2 部ずつと検閲届（書名，著者名，
出版社と住所，出版予定部数，頁，価格等）を提出することが義務づけられ，それに対
し検閲官が表紙にジャンルと番号を割り振り，提出日，ローマ字タイトル，出版予定部
数，用紙の種類を記入した後，「プレスコード」に抵触していないかどうかを判断した。
事前検閲期間（1945年 9 月～1947年末）では，「パス」，「改変」，「部分削除」，「公表禁
止」，「保留」の判断が，事後検閲期間（1947年～1949年10月31日）では「可」，「部分不
可」，「全面不可」の判断がなされ，検閲の結果に関わらず提出した出版物の 1 部は出版
社に返送され，残りの 1 部がCCDに保管された。戦前の内務省による検閲と異なるのは，
出版社は改変削除に際して紙面にその痕跡を残すことを固く禁じられ，必ず版を再構成
するよう求められた点である。このことが含意するものとは，GHQ・SCAPは一般の人々
に対して検閲制度の存在とその実態を全く知らしめることなく言論統制を敷くことに成
功し，出版社は違反を問われ版の再構成に要する時間や労力，経済的負担を斟酌し，
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GHQ・SCAPによる政治的介入を極力回避するための自主規制をも余儀なくされたとい
うことである7。
（２）プランゲ文庫と児童書検閲
　ところで，占領期に内密に行われていた検閲制度の廃止が1949年に決定しCCDが解体
されるに至り，提出された出版物の歴史的価値を見抜いたGHQ・SCAPの歴史室長G・プ
ランゲは，そのほとんどすべてを彼の勤務校メリーランド大学で所蔵するために奔走し，
米国搬送した。これら大量の資料は1978年にプランゲ文庫と命名され，1992年からは日
本側の協力で書誌的整理が進められる8。敗戦後の混乱期，物資が欠乏し物流が安定しな
い中で発行され品質も十分とはいえない出版物の多くが，破損や消滅の恐れを免れプラ
ンゲ文庫に当時のままの形態で保存・管理されていることは奇跡的ともいえる。特に児
童書は家庭や社会で「消耗品」のように扱われる傾向にあり，子どもをひと時だけ喜ば
せ楽しませる「玩具」や「手慰みのもの」と同様に処され，どれほど子どもから愛され
必要とされたものであっても大人になるまで大切に保存されることは少なく，また人気
の高い商品ほど子どもから子どもへと乱暴にぞんざいに手渡され残らないことが多いた
め，文庫の存在は非常に意義深い。
　プランゲ文庫の資料構成は，図書・パンフレット71,000点，雑誌13,800点，新聞18,000
点，報道写真10,000枚，地図640枚，ポスター90枚，集会配布物140点だが，なかでも児
童書は8000点（1608点の絵本，2069点の漫画，4275点の読み物）と大きな割合を占める。
これら児童書の書誌情報の整理は，いち早く村上・谷（2005）によって手がけられ，特
に谷は占領期の児童書検閲の実態解明に精力的に取り組み，優れた成果を挙げている9。
　さて「桃太郎」だが，プランゲ文庫から絵本29点（再版 2 点を含む），読み物 2 点，漫
画 2 点が発見された。谷（2006）の調査通り，「桃太郎」の絵本，読み物，漫画に対する
直接的な検閲処分の痕跡は見られない。しかし，「桃太郎」を例文に採用した三尾砂『国
語法文章論』が1947年10月 1 日の検閲で削除を指示され「アラビア夜話」への差し替え
を余儀なくされた証拠資料があるほか，どの紙芝居か正確に特定できないものの「桃太
郎」が「軍国主義的なテーマをベースにした日本の昔話」であることを理由に「違反」
「右翼的宣伝」とする検閲文書が北海道に存在するという。この点について谷は，「桃太
郎」にみられる検閲結果のばらつきは検閲制度が本来的に抱える矛盾が浮き彫りになっ
たものであり，「検閲の基準自体が抽象的であり，検閲する個人の思想や教養に委ねざる
を得ない面がある」とともに，「検閲は検閲する側の不利益になることを排除する側面」
をもち「恣意的に行われる危険」を持つとものだと指摘している10。
　検閲制度の本質的な問題を突く見解だが，それでもなお疑問が残される。プランゲ文
庫所蔵の昔話絵本では，「桃太郎」は「金太郎」の30冊に次いで 2 番目に多く出版され，
かつ戦前に活躍した作家や画家も復帰しており，出版自粛説は覆される。では大藤（1980）
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の見立て通り，児童文学関係者に贖罪意識はなかったといえるのか11。占領期の「桃太
郎」がどのようなものだったか知るためには，戦前との比較検証が改めて必要となる。
そのためには，戦前の「桃太郎」を再話の歴史から分断してしまうのではなく，占領期
の「桃太郎」に何が継承され，どこに新解釈が加えられ，検閲下で出版を果たすことが
できたのか，探究しなければならない。
（３）J.ダワー「桃太郎パラダイム」
　この課題の解明に大きな示唆を与えてくれるのは，米国の日本史研究者J・ダワーの示
した「桃太郎パラダイム」である。「桃太郎パラダイム」論が所収されている『容赦なき
戦争―太平洋戦争における人種差別―』（1986）においてダワーは，戦時期に敵国人＝
「他者」および自国人＝「自己」に対する認識がどのように編成されたか，日米双方の政
府高官や軍指導部の発言，新聞・雑誌の論調，映画，漫画などのサブカルチャーから多
角的に分析し，人種的偏見が戦争犯罪の根底にあることを論証する12。
　当時，英米は日本人を「猿」や「未熟な子ども」と卑下したのに対し，日本は英米人
を「鬼畜米英」「鬼」と誹謗していたのは確かだが，ここでダワーは「鬼」に対する日本
人の認識が，偏狭で画一的で頑迷なものではないことを看破する。ダワーはまず，日本
では「鬼」は元来単純な生き物ではなく，古代より伝統的な民族信仰の中では両義的な
存在とみなされ，暴力や破壊と結びつく地獄の非道な拷問者であると同時に，征服して
味方の陣営に引き入れることも可能で情け深い守護神の顔をもち，「悪事にも善い事にも
使える能力を備えた多義的な見知らぬ人」とされた点を振り返る。そして，戦時期に日
本人の教化と戦意高揚のために頻繁にメディアに登場する桃太郎と鬼の関係性が，確実
不変の敵対構造ではなく，たとえば国定教科書には，桃太郎が戦闘で鬼の首領を打ち負
かした後，改心し謝罪する鬼を放免してやる穏やかな結末が選ばれていることに目を向
ける。さらに，終戦間際に海軍の後援によって制作された映画でも，かつて生得的に優
れた「現人神」あるいは帝国の覇者として英雄視された桃太郎は，颯爽とした紅顔の若
者へと「非神秘化」「人間化」を遂げる一方，「残虐」「極悪非道」と刻印されてきた鬼
も，「憎むべき性向」を持ち「堕落してはいるが平凡な人間としての敵である白人」に変
容し，共に人間として対峙するようになることを見出す。この桃太郎と鬼，即ち「自己」
と「他者」の間に形成される特異な関係性と距離感を，ダワーは以下のように「桃太郎
パラダイム」と名付けるのである。
　英米に対する通俗的シンボルとして圧倒的に優勢だったのは，鬼の暴力的，邪悪
な本性であった。しかし，宥められたり素直になったりする可能性は，常に潜在的
にあった。そして戦時中の絵や漫画自体が数種の注目すべき変形を呈し，悪鬼のよ
うな敵が絶滅を逃れて征服され，愛想の良い鬼に変わりうることさえ示していた。
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これら変形の一つは，有名な民話の主人公にちなんで「桃太郎パラダイム」と呼ぶ
ことができる13。
　ここで誤解してはならないのは，ダワーのいう「桃太郎パラダイム」とは大衆を戦争
へと駆り立てるための有効な装置として「桃太郎」を祭り上げた時代の狂気をさすので
はなく，「桃太郎」の変形の歴史では，戦時下であっても，鬼の降伏と謝罪によって敵対
関係が解消され和解が成立する結末が用意されていたことこそ，人間のように善悪を併
せ持つ両義的存在として鬼を捉える日本人の他者認識が投影されており，このことが敗
戦後，鬼すなわち敵であった米国人を憎悪から熱愛の，忌避から畏怖の，侮蔑から崇拝
の対象へと劇的に移行させ，「守護神」として歓迎した日本人の心性を読み解く鍵となる
というのである。よって，「桃太郎パラダイム」は，敗戦を好機と捉え，占領期に米国の
導きのもと平和で民主的な国造りに主体的に取り組もうとした日本人の「子どものよう
に」素直で従順な，だが流動的で操作されやすい二面性の危うさの暗喩でもある14。
　戦時期の「桃太郎」を戦争努力の遺物であると一律に断罪し歴史から分断してしまわ
ず，個々の表現に見られる変形の過程を丁寧に追跡することで，戦後との連続性を発掘
しようとするダワーの方法論的態度は，「桃太郎」絵本の再話の歴史を「文化的象徴の継
承性と新解釈」というキーワードで読み解こうとする森（2011）とも重なる15。森は，明
治初期から戦前までの「桃太郎」絵本に通底するイデオロギー性と時代ごとの解釈の相
違を列挙しながら，「桃太郎」の再話における社会的な意味生成のダイナミズムを把握し
ようとした。この二者の視点と研究手法は，占領期の「桃太郎」の解明の一助となりう
ると思われる。
（４）本研究の課題と方法
　よって本研究では，占領期に出版された「桃太郎」のなかで29点と圧倒的多数を占め
た絵本に焦点をあて，戦前の「桃太郎」絵本と比較対照することによって，占領期「桃
太郎」絵本の再話の特徴や検閲体制下で出版が可能となった要因を探る。特にダワーと
森に倣い，作品のなかで桃太郎や鬼がどのように表象されたか，敵対していた両者の関
係性が結末でどのように変化するか，レトリックと視覚表現の分析を行い，戦前戦後の
連続性と断続面を明らかにする。なお今回，プランゲ文庫所蔵の占領期「桃太郎」絵本
と比較対照する戦前の絵本は，1937年大日本雄弁会講談社発行（以下講談社と略）「子供
が良くなる　講談社の絵本　桃太郎」（文・松村武雄　絵・斎藤五百枝）と1944年講談社
発行「コドモヱバナシ新年号　ムカシバナシ　モモタラウ」（文・千葉省三　絵・斎藤五
百枝）に限る16。その理由は，戦前の「桃太郎」絵本を所蔵する公共図書館が少なく数
も非常に限られ，当時の出版状況，編集方針，読者層とその受容実態を把握するのが極
めて困難なのに対して，講談社の絵本は経営戦略の成功により，内務省の検閲制度下で
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も大量の読者層を獲得し，桃太郎や鬼に対する読者の認識形成に強い影響力をもってい
たこと，時局に際し昔話絵本は「日本精神」の発露を目的に「教育勅語」に基づく編集
方針が取られていたこと，占領期の「桃太郎」絵本の多くが基本的には戦前の講談社の
絵本の形式を踏襲し再構成されているからである。
３．戦前の講談社の「桃太郎」絵本―絵本としての原型の成立―
　成人から少年少女，幼年を対象とした「面白くて為になる」雑誌の発行で出版市場を
席巻していた講談社が絵本創刊に乗り出すのは1936年12月である。就学前の読者層を新
規開拓し，「勇気や親切心，同情心，孝行心，忠義の心，いろいろな特性を養なふ絵本」
を毎月 4 冊同時発売することで，早い年齢から「皇道精神，愛国心」を持つ国民を育成
することがその目的だった。一冊ごとに昔話が完結する単行本形式の絵本の発行は，翌
1937年の 1 月 1 日の「桃太郎」から始まり，年内に「金太郎」「浦島太郎」「花咲爺」「猿
蟹合戦」「一寸法師」「舌切雀」と続く。これら絵本の最大の魅力は，当時日本画壇で活
躍していた一流画家によるリアリティあふれる挿絵と場面構成数の多さ，講談社という
大資本ゆえに実現できた極彩色の美しい印刷であり，従来の絵本の概念を打ち破る画期
的な試みとされた17。
　1937年の「講談社の絵本　桃太郎　（以下1937年版と略）」だが，例えば西田（2002）
はその特徴を，勧善懲悪の展開だが残酷性はきわめて弱く，昔話の特徴である「一定の
繰り返し」や「三段階の展開」を巧みに使った「表現のおもしろさ」は評価できるもの
の，松村武雄の文には「教育勅語」の影響がみられ，教訓臭く，特に結末で桃太郎が爺
婆に対して鬼征伐の顛末を語った後，宮参りに行き動物に宝を分けてやる挿話は，「武勇
を誇り，神道を崇拝し，戦争の功労を褒賞する当時の世相がはっきりでている」と松村
の脚色に違和感を示す18。このように先行研究では「桃太郎」が取り上げられても，時
代背景や講談社の編集方針と関連付け，該当する部分に焦点があてられることが多く，
「桃太郎」の再話の歴史に講談社の昔話絵本を位置づける作業や内容に関する質的分析が
十分になされているとは言い難い。
　また従来全く顧みられる機会のなかった1944年の新年号「コドモヱバナシ　モモタラ
ウ（以下　1944年版と略す）」は，「講談社の絵本」が203号をもって1942年 4 月に終刊し
たのち，その用紙配給の割当てを引き継ぐ形で1942年 2 月から1944年 3 月まで発行され
た「コドモヱバナシ」の一冊である。この1944年版発行の目的は，絵本を読み聞かせら
れた日本中の子どもが桃太郎のように育つことを望む点では1937年の「講談社の絵本　
桃太郎」と同じだが，1937年版が「桃の実のやうに，くるゝと太つて，丈夫で，力が強
かったなら，どんなに人々から可愛がられ，尊ばれることでせう」と「人々から慕はれ，
好かれる桃のような赤ちゃん」の誕生を求めるのに対し，1944年版では「桃太郎」で育っ
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た「日本人，気はやさしくて力持ちの兵隊さんたちは，今はるかな海を超えて，日本国
民の大理想をさまたげる米英の鬼を打ち懲してゐるのであります」と年頭にあたっての
戦勝祈願にあった。
　しかしながら以下では，このような「桃太郎」出版の背景にみられる政治的な意図や
解釈論からいったん離れ， 2 冊を自律的なテキストとして読み比べ，その特徴を拾い上
げてみよう。
　表紙・挿絵はともに斎藤五百枝だが，1937年版の表紙は「桃印の鉢巻をして扇子を右
手に握りしめた陣羽織の若武者が海を背景に正面よりやや右上に視線を向け立つ上半
身」なのに対し，1944年版は「桃印の鉢巻をした陣羽織の若武者が右手を額にかざし海
の彼方を見やる上半身」である。1944年版の表紙は，1937年版で鬼が島が近づき桃太郎
が勇み立つ場面からきたものであろう。手の動きが加わることで「いざ出陣」の臨場感
が伝わる。
　桃を自ら割って飛び出し誕生した桃太郎は，「マルマルト　フトッタ　カハイイ　ヲト
コノコ」だが，その非凡さは1937版では誕生直後に直立し産湯入った盥を頭の上に持ち
あげるほどの怪力であることから示されるのに対し，1944年版では盥の場面は削除され，
鬼征伐に行くと宣言する桃太郎を「ツヨイ　カシコイ　ニッポンダンジ」と讃え，鬼が
島の門を正面からぶち破り，床に転がる込む鬼に右手を振り上げ挑みかかる場面で示さ
れる。
　斎藤五百枝の描く鬼は酒呑童子を彷彿とさせ，二本の尖った角，ギョロリとむいた目
玉，横に裂けた口に鋭い牙をもつ奇怪な形相と，腰に虎の皮をつけ毒々しく赤い筋骨隆々
の裸体は，野蛮な残虐性が露である。その鬼を背後から組み付す桃太郎（1937版は右方
向から，1944年版は左方向から）は口を真一文字に結んだ端正な美少年で，鬼との対照
性が，清新と醜悪，理性と暴力，正義と悪を表すのに効果的である。背後では鬼の子分
たちが犬・猿・雉の攻撃を受けひっくり返り，必死で逃げ惑う。揉み合い，縺れ合い，
せめぎ合う力と力が詳細に描きこまれていることによって，争闘の激しさ，生々しさ，
恐ろしさが絵本を手に取る者に説得力を持って伝わり，桃太郎の最終的な勝利を確信さ
せることになる。
　1937年版では桃太郎は「ドウダ　マダ　ワルイコトヲ　スルキカ。スルナラ　イノチ
ヲトルゾ」と鬼を締めつけ脅し，次の頁では，両手をついて土下座した鬼が「モウ　ケッ
シテ　ワルイコトハ　イタシマセン　ドウカ　イノチダケハ　オタスケクダサイ」と命
乞いをし，「ココロヲ　イレカヘタシルシニコレヲミンナ　サシアゲマス」と改心の証に
珊瑚，綾錦，金銀財宝，隠れ蓑，打ち出の小槌の宝を差出す。そして総勢30匹の鬼達は
海辺に出て船で帰る桃太郎に手を振り見送り，それに対して桃太郎も日の丸の扇子を高
く掲げて応える。1944年版は，見送りの場面は割愛されているが，陸路を凱旋する最後
の場面に鬼が謝罪する言葉が直接話法で入る。敵対し合う強者が生命を賭けて激突し，
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一方が他者をねじ伏せ従属させる，勝者の優越感や自己顕示と敗者の無念や屈辱が現実
の戦争を想起させるほど鮮烈であっても，結末では，勝者は寛容な態度で敗者の謝罪を
受け入れ，互いの領分を侵すことなく友好的に別れる場面が用意されているのを見逃す
わけにはいかない。
４．占領期の「桃太郎」絵本―講談社の絵本の継承と変形―
　このような戦前の講談社の絵本の特徴を念頭に置いて，占領期の「桃太郎」絵本をみ
てみよう。谷（2006）の書誌的調査により，占領期の「桃太郎」絵本の概要は，表 1 の
通り明らかにされている。以下では谷作成の番号表記を用いて，作品分析を行いたい19。
　一見する通り，「桃太郎」29冊はどれも絵本とはいえ非常に頁数が少ない。12頁だと表
紙・裏表紙を除くと10頁で見開きにすると最低 5 場面，16頁だと見開きで最低 7 場面構
成となる。よって，桃寄せ，桃太郎の誕生，成長と出征，犬猿雉との団結，船出，鬼が
島での鬼退治，鬼の謝罪，宝物を得て凱旋という標準的な流れすべてに 1 頁ずつ振り当
て絵と文を入れることは物理的に難しい。限られた紙面がどのように構成されているか
戦前と比較し，どこの表現に変更や新解釈がみられるかが占領期の再話を読み解くポイ
ントとなる。
　ところで，GHQ・SCAPは占領統治を円滑に進める上で，人々が戦前の封建的な皇道
精神や愛国主義に逆戻りして米国に敵愾心や怨恨を抱き，復讐や暴力行為，戦争を容認
する空気が生まれることを警戒し，検閲制度を設けて密かに思想統制を行っていたのは
前述した通りである。だが，谷が北海道で発見したように，「桃太郎」の紙芝居が「軍国
主義的なテーマをベースにした日本の昔話」であることを理由に「違反」「右翼的宣伝」
の処分を受けていたとするならば，なぜ「桃太郎」絵本は処分を逃れたのだろうか。例
えば，五大昔話のひとつである「猿蟹合戦」は，占領期では「合戦」という言葉が絵本
の題名から削除され「さるかに」で流通している。「合戦」はあからさまに武力衝突を意
味するため，何らかの形で規制が働いたとも想像される。では，鬼退治は問題なかった
のだろうか。
（１）イデオロギーへの拘泥―平和愛好と民主主義国家建設―
　占領期の「桃太郎」絵本29冊を概観する限り，桃太郎が鬼が島に行くのは，鬼を「た
いじ」（①⑥⑦⑪⑫⑭⑰⑳㉒㉘），「せいばつ」（③⑨⑬⑱⑲㉑㉓㉕），あるいは「こらしめ
る／こらす」（④⑤⑧⑩㉔㉖㉙）ためと明記され，「退治」，「征伐」，「懲罰」という表現
は検閲の改変削除の対象にはなっていないようである。また，鬼の「退治」「征伐」「懲
罰」の理由を触れていないのが多いが，一方で「悪い」鬼を懲らしめ，「弱い者いじめ」
をなくし，村の「平和」や「楽しい国」を作るためと合理的な説明がなされているのが
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表1　プランゲ文庫所蔵「桃太郎絵本」一覧　谷暎子（2006）作成　p.55より一部抜粋
書名 文 挿絵 頁数 出版社 出版年月日 出版部数
① もも太郎 土家由岐雄 藤沢龍雄 12 日の出書房 1947.04.15
② 桃太郎 下村富泰 12 永光社 1947.10.30
③ ももたろう 林義雄 16 二葉書房 1947.11.05
④ ももたろう 葉山涼村 井上たけし 16 有美社 1948.01.25
⑤ ももたろう 柴崎優介 小山泰治 16 大川屋書店 1948.02.05
⑥ ももたろう（⑤再版） 柴崎優介 小山泰治 16 大川屋書店 1948.04.25 10,000
⑦ ももたろう 浦賀司郎 小山泰治 12 二葉書房 1948.05.10
⑧ もも太郎 藤沢龍雄 12 グリム館 1948.07.15 10,000
⑨ 桃太郎（③再版）
風間四郎装幀
林義雄 16 二葉書房 1948.09.01
⑩ 桃太郎 比良凡二 12 錦城社 1948.10.01
⑪ 桃太郎 柴野民三 新井五郎 20 春江堂 1948.10.25 10,000
⑫ ももたろう 村松たけお 岩崎良信 12 とんぼ社 1948.10.25 3,000
⑬ ももたろう 西田稔 吉田忠雄 16 児童図書出版社 1948.12.05 10,000
⑭ 桃太郎 さちひこ 12 幸文堂書房 1948.12.10
⑮ 桃太郎 高木四郎 Hajime 12 光洋出版 1949.01.20
⑯ ももたろう 二反長半 鈴木としお 12 文祥堂 1949.01.20 15,000
⑰ 桃太郎 藤沢龍雄 12 さかえ書房 1949.02.05 5,000
⑱ ももたろう 牧山泉 千草明二 16 言海社 1949.04.05 8,000
⑲ ももたろう 美保優 渡辺優 12 青樹社 1949.04.10 8,000
⑳ 桃太郎 豊国亮 16 榎本書店 1949.05.10 20,000
㉑ ももたろう 川島赤陽 12 永光社 1949.05.20 5,000
㉒ 桃太郎さん 下田喜代子 にしつせいじ 12 冒険講談社 1949.05.20 5,000
㉓ ももたろう 〔コヤマタイジ〕 12 二葉書房 1949.06.01 10,000
㉔ 桃太郎 川島哲 12 光育社 1949.06.05 5,000
㉕ 桃太郎 横田ただし 12 二葉書房 1949.06.15 10,000
㉖ ももたろう 〔コヤマタイジ〕 12 鴎友社 1949.08.20 5,000
㉗ ももたろう 奈街三郎 大森ゆみまろ 12 新子供社 1949.09.01 10,000
㉘ ももたろう 土家由岐雄 柿原輝行 12 永晃社 1949.09.15 5,000
㉙ 桃太郎 黒崎義介 12 富士屋書店 1949.09.10 10,000
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以下である。
　例えば，占領期に出た「桃太郎」絵本の最初の作品①で土家由岐雄は，桃太郎の七五
三の祝いに宮参りに行く途上，子どもをさらい宝を盗み，町の祭りに騒動を起こす鬼を
みて，「ひとを　いじめる　わるい　おに　むらを　こまらす　わるい　おに　きょうは　
たいじに　いく　ひです」と出立を決意し，桃太郎のおかげで「むらは　へいわに　な
りました」と結ぶ。⑩で比良凡二は，桃太郎を「へいわのくに」の建設の使者であるこ
とを明確にし，「りっぱにおおきくなった　ももたらうは　へいわをみだす　わるものを
こらしめにいくことになり」，「へいわなくにを　つくろうとおもつて　おともをした　
いぬ，さる，きじ，は　ももたらうから　おだんごを　いただき」，「わるもののしまに
ついたので　ちからをあわせて　こらしめました　それから　たのしいへいわなくにに　
なりました」とあるよう，「平和の国」の幟を揚げさせる。また⑤で柴崎優介は「わるい　
おにども　こらしめて　たのしい　おくにを　つくろうと　いさんで　いえをでかけま
す」，そして「わるい　おにたち　こらしめて　たのしい　おくにに　なりました」と
「楽しい国」を理想に掲げる。なかには⑯の二反長半のように「ももたろうさん　ももた
ろうさん　おにがしまに　おに　がいて　よわいものを　いじめます　どうぞたすけて　
くださいな　きじ　いぬ　さるが　たのみます」と動物達の要請があり桃太郎は鬼退治
に行ったのであり，その結果「おおきなおにが　ぽたぽたと　なみだをながして　あや
まった　これから　みんなと　てをつなぎ　なかよく　たのしく　くらします」と改心
した鬼と「手をつなぎ」，「仲良く楽しい暮らし」が実現したとするものもある。㉔の裏
表紙には，「みんなあかるく　みんななかよし」の標語が載せられ，桃太郎には「仲良
し」という教訓が新たに加わる。
　⑮の光洋出版のみが「お母さま方へ」で出版の趣旨を明確にしており，「新時代の流れ
とともに，すべてのものは勿論，幼児の想像力も，思考力も進歩しなければなりません。
その点進化的な意味において旧桃太郎を排し，飛躍的に斬新なる桃太郎を出現させてみ
ました。その内容に於いても，平和愛好を表明し，面白く且つデモクラシーの趣旨を徹
底させ，高木画伯の力作とともに，一層の光彩を放っていると自負しています。」と，「桃
太郎」は「平和愛好」と「デモクラシー」を説く教材へと様変わりする。
　桃太郎の鬼退治は，「平和で明るく楽しい国」を建設するためのものだという主張は，
武力や戦争を肯定する軍国主義と対極にあるかのような錯覚を生むが，時代が理想とす
る国家像にいち早く「桃太郎」を適合させようとした点では，戦前に通ずる。「桃太郎」
に人心を鼓舞し，未来に希望を持たせる単純明快なイデオロギーを付与する再話の手法
は，完全に断ち切られていないともいえる。
（２）桃太郎イメージの刷新―「かわいい」化―
　戦前との連続性はイメージ戦略にもうかがえる。29冊を並べるとどれも似たような印
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象を与えるだけでなく，戦前の講談社の絵本の「形式」を踏襲していることに気づかさ
れる。 1 冊40万部ともいわれる驚異的な発行部数を誇り，昔話絵本出版の確かな実績を
持つ講談社の「形式」を他の出版社が真似たのは，その高い知名度や信頼感を借り売り
上げを伸ばす手っ取り早い手段であったとともに，昔話に対する固定したイメージを裏
切ることなく，読者に新しいメッセージを届けるのを容易にすると考えられたためでは
なかろうか。
　29冊の表紙は，「桃印の鉢巻をした陣羽織の若武者が正面よりやや右上に視線を向け立
つ」上半身や顔のアップが多くを占め，右手には日の丸の扇子や「日本一」の幟が握ら
れているか，額にかざし彼方を見やるかで，着物の模様や脇に従える動物，幟など細部
が異なる。ただし，講談社の絵本と決定的に違う傾向として，主人公の桃太郎が，姿は
若武者だが顔や体形は優しく丸みを帯びたものが多く，黒目を強調した表情が幼い印象
を与え，戦闘に挑む緊張感や勇猛さ，剛健さを感じさせない点である。特に際立つのは，
二葉書房が1948年 8 月に再版した表紙で，林義雄による1947年版を風間四郎の装幀で一
新したものだが，目尻をさげ白い歯を見せて朗らかに笑う 3 ～ 4 歳の男児の上半身が下
方から描かれ，写実的だがその体温や笑い声まで伝わるような柔らかい筆致である。桃
太郎のイメージは，子どもが背伸びをして憧れる若者ではなく読者と等身大の子どもへ
と，強健な心身で国の命運を担うべく選ばれた特別な存在ではなく，親しみやすい身近
な存在へと変化する。
　桃太郎は単に低年齢化，幼児化したのではなく，愛すべき「かわいい」存在であるこ
とを強烈にアピールしているのは表紙だけではない。桃太郎の人物像に関する記述は，
戦前にみられた「つよい」（④⑧）「つよくてかしこい」（③⑨㉓），「つよくてやさしい」
（㉑）「つよくてやさしいげんき」（⑬）あるいは文部省唱歌にあった通り「きはやさしく
てちからもち」（⑦⑫）「こころやさしくちからもち」（㉖）「ちからもち」（⑳）「ちから
のつよい」（⑮）に加えて，「げんき」（⑩）「すくすくそだった」（⑱㉖）「びょうきもし
ない　けがもない　すくすくそだった」（①㉘），「すくすくそだってちからもち」（⑤）
「すくすくそだったももたろうは　きはやさしくてちからもち」（⑱）とその健やかさが
強調される。さらに，誕生時より「かわいい」（②⑪㉒㉕㉙）「かわいいかわいい」（③⑨
㉓㉔）「ふとってげんきなかわいい」（⑲）と「かわいさ」に特別な意味が持たされる。
　講談社の絵本では，1937年版では「マルマルト　フトッタ　カハイイ　ヲトコノコ」，
1944年版も「マルマルト　フトッタ　ヲトコノコ」だったが，文と絵の表現は異なり，
誕生時より大人の体型の縮小型として描かれ，頁をめくるたびに成長して出征時には若
者の姿になっていくのに対し，占領期の絵本の多くは，幼児体型のままで，筋書きに反
して絵では成熟の過程が余り見られない。
　極端な例だが，㉗の桃太郎は「ももをひろってかえったら　ぱくりとわれて　ばんざ
いと　ももから　うまれた　ももたろう　おばあさんも　にーこにこ　おじいさんも
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にーこにこ」と誕生が笑顔で祝福され，鬼が島にはおやつを持ってまるでピクニックに
行くかのように軽い気分で「いぬくん　さるくん　みな　おいで　きじくんも　とんで
おいで　これから　いこうよ　おにがしま　おなかがすいたら　きびだんご　たべたべ　
いこうよ　おにがしま」と行き，「きじは　つつくし　さるは　ひっかくし　いぬは　か
みつくし　そして　ももたろうもつよいから　おにのたいしょうは　ごめんごめんと　
あやまった」と簡単に鬼を屈服させ，宝物を牽いて凱旋する場面では「『みんなつかれた
ら　おやすみよ　ぼくが　ひとりで　ひくからね』　つよくて　やさしい　ももたろう　
これから　おうちへ　かえるの　です」と，まるで「ごっこ遊び」の世界のように夢想
的である。
　ここには，異界から流れ着き桃の霊力を秘めるがゆえに，暴力の限りを尽くす極悪非
道の鬼どもをたった一人で打ち負かすことのできる怪童のイメージや戦地に赴く武将の
イメージが払拭され，元気いっぱいに育ち誰からも好かれる無垢な子どものイメージが
前面に出されている。桃太郎の「かわいい」化によって，陣羽織をつけ日の丸の扇子を
掲げ「日本一」の幟を立て鬼退治に臨む「お馴染みの」「懐かしい」桃太郎像を壊さず，
一方で占領軍に反する封建的な若者ではなく，昔話の世界に遊ぶ「無害な」子どもとし
て蘇っている。では，「かわいい」桃太郎が鬼退治できるよう再話ではどのように説得力
を持たせたのだろうか。
（３）「戦争のリアリティ」からの離脱―去勢される鬼と戯画化される戦闘―
　鬼退治の場面では，斎藤五百枝の挿絵の模倣が13点みられる。そこでは，鬼の顔や表
情，背景の描写に工夫があるとはいえ，基調は「腹ばいになった鬼を桃太郎が背後から
組み伏す」で1937年版の構図を借りたのが多いが（④⑧⑫⑬⑰⑱㉕㉖㉘），小山泰治の挿
絵はすべて1944年版の構図に酷似している（⑤⑥⑦㉓）。興味深いのは，2 冊（④⑬）を
除き鬼の謝罪場面のためにわざわざ 1 頁割くことはなされず，桃太郎が鬼を負かせたと
いう事実のみを記すか，鬼が謝ったと一言添えるに留まる。ダイナミックな表現で読者
に鮮烈な印象を与えた過去の「形式」を借り，「強い」鬼を倒す桃太郎の「強さ」を再現
することで鬼の謝罪は文だけで十分だと考え，絵による表現が割愛されたのだろうか。
　一方，講談社絵本にはない構図で鬼退治の描写が独自になされている場合，以下の 4
つに分類できる。すなわち，A.そもそも鬼退治，鬼の謝罪，宝物を得て凱旋の頁がない
（②⑩），B.鬼退治の頁はなく，鬼が島に向かった次の場面では，鬼が謝罪する文と絵が
くる（①③⑨⑳㉑），C.鬼退治の場面はあるが，鬼が無様に負かされ平謝りする（⑪⑭⑲
㉔㉙），D.鬼は最初から戦う意志がないようで，桃太郎から逃げる（⑯㉒㉗）となる。
　Aでは，②鬼が島に船出する絵と文で突然終わる，⑩鬼が島に上陸する場面の絵に「わ
るもののしまについたので　みんなはちからをあわせて　こらしめました　そこからた
のしいへいわにくにになりました」と完結する。②は事前検閲期の出版にあたるため，
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改変削除の処分が出た結果とも考えられるが，現段階ではその不自然さを解明するため
の資料がない。検閲の直接的な結果か，検閲基準を忖度して自主的に鬼退治の場面以降
を割愛したのか，それとも「戦いの場面は描きたくない」という思いが絵本制作者側に
あったのか，今後精査していく必要があろう。同じことは，戦わずして鬼が謝るBでも
考えられる。
　Bでは，①の犬・猿・雉が「おおいくさ」すると書かれているが，桃太郎が何をした
かは明確に触れられず，土下座して謝る鬼を見下ろす桃太郎，③は鬼が島の鬼が油断し
居眠りしていたために容易に上陸でき，次の場面で大きな鬼が両手をついてうなだれ謝
る，⑳㉑も戦闘場面は省略され，宝を差出し降参する鬼を見守る桃太郎が描かれる。
　Cでは，⑪あきらめたかのように目をつぶって力なく地面に倒れる鬼，⑭仰向けにひっ
くり返ってしまい，馬乗りになった小さな桃太郎にのど元を押さえ込まれ，猿に金棒を
押さえ込まれ犬に指をかまれる鬼，⑲石を投げつけられようとして，腰砕けになり命ご
いをする鬼，㉔紙面中央にお尻を向け九の字の折れて倒れ込む鬼，㉙背負い投げをされ
宙を舞う鬼と腰を抜かして逃げようとする鬼が描かれる。
　Dで顕著なのは，⑯鬼が見るからに弱々しく情けなくもはや敵ではないことが歴然と
しているだけでなく㉒㉗桃太郎が幼稚で刀を振り回すポーズを取っているものの，表情
や動きの描線が太く単純化されているため，漫画のようで滑稽ささえ漂う。
　BからDに共通して言えるのは，大きな鬼を桃太郎は苦も無く一瞬にして倒すか，ある
いは戦わずして勝利を得ることと，鬼がすぐに謝る点である。このことは，先に述べた
桃太郎の「かわいい」化と無関係ではないように思われる。つまり，子どもの姿の桃太
郎が鬼を倒すことができるようにするためには，鬼は強そうに見えても実は弱いか，そ
もそも戦う気がないか，すぐに改心する素直な鬼に仕立て上げなければ，つじつまが合
わない。そうなると戦闘場面も，講談社の絵本にあった迫力やスピード感あふれるリア
ルな描写より，虚構の出来事だとわかるよう戯画的に誇張された方が説得力を持つこと
になる。
　一方，占領期の「桃太郎」絵本のユニークさは，鬼の謝罪場面にこそ画家の個性が発
揮されているのではないかと思われるほど，鬼と桃太郎の表情が豊かに描きこまれてい
る点にある。「ごめん，ごめん」「もう　わるいことは　いたしません」と手をついてう
なだれる大きな鬼とその姿を見守る桃太郎の小ささを巧みに対比させる数々の描写に共
通するのは，登場人物は皆「善」であることによる勧善懲悪の図式の崩れと，「悪いこと
をしたら謝るべき」で「謝れば許してもらえる／許してあげる」という「優しさ」の道
徳である。主人公に自己投影しながら昔話を聴く幼児のしつけに考慮した再話といえよ
う。
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５．占領期の表象戦略
　以上，占領期の「桃太郎」絵本29冊を戦前に出版された講談社の「桃太郎」絵本と比
較し，作品のなかで桃太郎や鬼がどのように表象されたか，敵対していた両者の関係性
が結末でどのように変化するか，レトリックと視覚表現の分析を行い，再話の歴史にお
ける戦前戦後の連続性と断続面を探究してきた。占領期の「桃太郎」絵本は，講談社の
「桃太郎」絵本の「形式」を踏襲しているものが多く，その内容は軍国主義的な発想から
脱却しているようにみえるが，平和や民主主義など時代が掲げる政治理念に適合させよ
うとする再話手法が一部で継承されていた。また表紙や挿絵では，斎藤五百枝の構図や
表現の模倣が積極的になされる一方，桃太郎の姿態や表情，言説が愛くるしく健康的で
明朗な幼児へと一新し，読者と等身大の親しみやすい存在に近づき，生得的な力を持つ
異類の出自や国家が理想とする強健な心身の武将としての桃太郎像は薄まる。鬼も残虐
非道の邪悪な存在ではなく，桃太郎に簡単に屈する「弱者」に変わりうることが戦闘場
面の描写から明らかとなった。さらに，鬼の謝罪と桃太郎の寛容で迎える結末の和解は
講談社の絵本にも既に用意されていたものだが，占領期に顕著な傾向として，劇的な緊
張や変化を伴わずに桃太郎が大きな鬼を改心させ，最後はともに「善」なる存在として
寄り添う「優しさ」が見られた。これらは，販売戦略の成功により絵本「桃太郎」の原
型を作り上げ，桃太郎に対する戦前の人々の感性や認識を強く枠づけた講談社の絵本と
の比較において浮かび上がってきた点に過ぎないが，イデオロギーへの拘泥，桃太郎イ
メージの「かわいい」化，鬼の去勢化，戦闘の虚構化と戯画化による「戦争のリアリ
ティ」からの離脱を，占領期の「桃太郎」絵本の再話にみられる表象戦略としたい。
　先行研究で強調されてきた戦後の「桃太郎」出版における贖罪意識の有無については，
絵本分析に限れば，現段階では不明である。よって，今後の作業として，戦前に活躍し
た作家の占領期の創作意識，講談社以外の戦前の絵本との比較，出版社の編集方針の変
更などから精査したい。その際有力な手かがりとなるのは，講談社の動向である。講談
社は，占領期に新興出版社による模倣品が普及するなか昔話絵本の復刊を「桃太郎」の
み見送り，検閲制度終了後の1950年に1937年版と同じ斎藤五百枝・松村武雄で出版する
が，「桃太郎」の魅力や意義を紹介する文章からは戦前の立場を180度転換させているこ
とがわかる20。また，今回は分析の対象から外したが，プランゲ文庫所蔵の占領期「桃
太郎」漫画 2 本，児童書 2 本では，極めて大胆な翻案が意識的になされている例も見ら
れる。いずれにせよ，戦前の講談社の「形式」を要領よく借りた占領期の「桃太郎」絵
本は，「古い革袋に新しい酒を入れる」かの如く「なし崩し的」に再出発したものだった
のか否か，さらなる解明が急がれよう。
　また，検閲制度が及ぼした影響についても不明瞭な点が多い。現実の戦争を想起させ
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るような生々しく具体的な描写や軍国主義下の常套句が再話から取り除かれたのは，検
閲の圧力による自主規制が働いたためか，戦後しばらくの間多くの人々が抱いたとされ
る武力闘争の悲惨さやイデオロギーの欺瞞性に対する嫌悪感のためか，戦後の新体制に
おいて「子ども」の心理と教育への配慮が強く求められたためか，幼児に的を絞った絵
本という表現媒体そのものに起因するものか，関連性を実証できる史資料を一から探索
する必要があろう。
　さて，ダワーが「桃太郎パラダイム」から示唆した通り，「桃太郎」の変形過程から，
戦前戦後の日本人の心性を読み解くことは可能だろうか。親から愛され健やかに育った
子どもこそが，邪悪を正し秩序と平和をもたらすという，救世主としての桃太郎像は，
「桃太郎」の再話の歴史に連綿と流れてきたものだが，それは変わらず占領期にも引き継
がれていた。ただし，桃太郎が「子どもであること」それ自体に価値が見出されている
点に注目すべきだろう。つまり，鬼の隠れた「善性」は「子ども」のような桃太郎を前
にしてこそ発露するものであり，ここでは「強い」桃太郎が「強い」鬼を倒す話に喝采
するという過去の図式が壊されている。まともに戦わずして鬼退治を果たす「かわいい」
桃太郎と，すぐに負ける弱い鬼が主流の占領期の「桃太郎」絵本は，「毒にも薬にもなら
ない無益無害」と批難もされよう21。しかし，戦前まで桃太郎は「勝つ」ことに焦点が
当てられていたのに対し，占領期は桃太郎が「負けない」ことに意味があったといえな
いだろうか。大人が敗北に打ちひしがれた時代にあって，「子ども」の前途には生命を脅
かす困難も危険もない，何があっても負けることはなく，鬼は謝り宝物は返る，という
予定調和の安定感が絵本を手に取る人々を勇気づけ希望を与えたとも思われる。そうな
ると，挿絵の独創的な表現が様々に光る結末の謝罪場面，すなわち「土下座」という日
本独特の礼法で屈辱的なまでに「子ども」の桃太郎への敬意と恭順を表す鬼の姿に，戦
前の「鬼畜米英」の表象であった鬼ではなく，当時の日本の大人世代の現実を重ね合わ
せられないだろうか。桃太郎に代表される「子ども」世代に対して，大人世代が日本再
生を託す「世代交代の話」として「桃太郎」を読み替えることもできそうだ。占領期と
いう転換期にあって，「桃太郎」の絵本は，「子ども」という存在のもつ潜在的な可能性
を人々が再認識するためにも求められたのかもしれない。
追記
　戦前および占領期絵本の表象戦略をテーマとする本研究では，本来，論を展開してい
く上で根拠資料となる絵本の挿絵を具体的に示し実証することが不可欠であるが，学術
目的であっても絵本の一部（挿絵と文が一体となっている頁）を刊行物等に「転載」す
る場合，著作権者から許諾を得る必要があるとされる。（なお，絵本の文のみの場合は，
著作権法32条「公表された著作物は，引用して利用することができる。この場合におい
て，その引用は，公正な慣行に合致するものであり，かつ，報道，批評，研究その他の
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引用の目的上正当な範囲内で行なわれるものでなければならない。」の「引用」にあた
る。）今回，挿絵の「転載」を検討した何点かの絵本は，占領期に新興した小規模な出版
社によるもので，もはやそれら出版社は現存しておらず，また挿絵画家の実名や没年，
所在に関しても不明な点が多く，このように著作権保護期間が満了しているか否か確認
が取れない場合は「著作権保障期間」にあたるとみなされる。2016年 1 月の段階で，挿
絵の著作権者および著作継承者について正確な情報を収集できず，「転載」の許諾を得る
手続きが難航しているため，残念ながら根拠資料の「転載」を見送らざるを得なかった。
今後も著作権者に関する情報収集に努めるとともに，現行の著作権法において学術目的
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